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渡辺貞夫、菊地雅章、スタン・ゲッツ、アート・ブレイキーなどの大物ジャズマンとの共演を経
て、自身の音楽を追求し続けるジャズ・ベーシストの鈴木良雄が、『死ぬまでジャズ〜鈴木良雄・
自伝』を発売！ 
 

 
 

 
 
 インプレスグループで音楽関連のメディア事業を手掛ける株式会社リットーミュージック（本
社：東京都千代田区、代表取締役社長：松本大輔）は、『死ぬまでジャズ〜鈴木良雄・自伝』を、
2024年 1月 19日に発売します。 
 
 “チンさん”の愛称で国内ジャズ・シーンで親しまれている鈴木良雄は、1969 年から 73 年にか
けては渡辺貞夫や菊地雅章のグループで活躍し、1973年の渡米後は、スタン・ゲッツやアート・
ブレイキーといった大物ジャズマンのレギュラー・ベーシストとして活動した重鎮ベーシスト。
1985年の帰国後は自身のグループを率いて精力的な演奏活動を展開し、喜寿を迎えた現在でもス



テージに立って新作 CD をリリースするなど、衰えぬ音楽への愛と創作意欲を発揮する、日本ジ
ャズ界のリーダー的存在です。 
 
 本書は、そんな彼のこれまでの歩みを綴った自伝本。波乱万丈のジャズマン人生をときに面白
おかしく、ときに真剣に振り返り、鈴木が何を夢見て生きてきたのか、そしてその信念とは何な
のかを浮かび上がらせます。“ベース歴 0 年”でいきなり国内トップのジャズ・グループに参加し
たのを皮切りに、本人曰く、“水みたいに流れやすいほうにどんどん流れ”ながら、国内のみならず
ジャズの本場でも活動し歴史の転換点を体感した著者だからこそ実感した、当時のジャズマンの
リアルな姿、ジャズという音楽の背景にあるシビアな問題、そして、自身のアイデンティティを
追求する大切さは、ジャズ・ファンのみならず多くの人にとっても興味深く読まれることでしょ
う。 
 
 
■書誌情報 
書名：死ぬまでジャズ〜鈴木良雄・自伝 
著者：鈴木良雄 
仕様：四六判 240ページ 
定価：2,500円（本体 2,273円＋税） 
発売：2024年 1月 19日 
発行：リットーミュージック 
商品情報ページ https://www.rittor-music.co.jp/product/detail/3123343005/ 
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◎著者プロフィール 



すずき・よしお◎1946 年 3 月 21 日生まれ、長野県木曽福島町（現・木曽町）出身。幼少よりバ
イオリンやピアノに親しんで育ち、早稲田大学に進学してモダンジャズ研究会に所属する。大学
在学中にピアニストとしてプロ活動を開始し、のちにベーシストへ転向。渡辺貞夫や菊地雅章の
バンドに参加したあと、1973年に渡米し、スタン・ゲッツやアート・ブレイキーらのレギュラー・
ベース奏者として活躍する。1985 年に帰国。MATSURI やイーストバウンス 、BASS TALK、
Generation Gap、THE BLEND といった自身のリーダー・バンドなどで精力的に活動する。2016
年には竹書房よりジャズ入門書『人生が変わる 55のジャズ名盤入門』を出版し、ベストセラーに。
“チンさん”の愛称で親しまれ、日本ジャズ界のリーダー的存在である。 
オフィシャル・サイト：https://chin-suzuki.com/ 
 
 
【株式会社リットーミュージック】https://www.rittor-music.co.jp/ 
『ギター・マガジン』『サウンド＆レコーディング・マガジン』等の楽器演奏や音楽制作を行うプ
レイヤー＆クリエイター向け専門雑誌、楽器教則本等の出版に加え、電子出版、映像・音源の配信
等、音楽関連のメディア＆コンテンツ事業を展開しています。新しく誕生した多目的スペース「御
茶ノ水 RITTOR BASE」の運営のほか、国内最大級の楽器マーケットプレイス『デジマート』やエ
ンタメ情報サイト『耳マン』、T シャツのオンデマンド販売サイト『T-OD』等の Web サービス
も人気です。 
 
【インプレスグループ】https://www.impressholdings.com/ 
株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コ
ード：東証スタンダード市場 9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デ
ザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」「モバイルサービス」「学術・理工学」を主要テーマに
専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテ
ンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 

以上 

 
【本件に関するお問合せ先】 
株式会社リットーミュージック 広報担当 
E-mail: pr@rittor-music.co.jp 

https://chin-suzuki.com/
https://www.rittor-music.co.jp/
https://www.impressholdings.com/
mailto:pr@rittor-music.co.jp

